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Osaka Metroでのバリアフリーの取組み

Osaka Metro HPより

車椅子使用者用便房（多機能トイレ）

Osaka Metro では、大阪市交通局の時代からすべての方
が安全かつ円滑な移動が可能なように「エスカレーター・エレ
ベーター整備5カ年計画（1991～1995年度）」をスター
トに2010年にはエレベーターによるホームから地上までのワン
ルートを整備するなど他にも車両のバリアフリーとして車いすス
ペースや車内案内表示、多機能トイレなどの駅施設のバリア
フリー化を積極的に進めてきました。
Osaka Metro としても、これまでのバリアフリー施策の充
実を図りつつ、“子育て”、“情報”、“心”のバリアフリーをテー
マに加えた「バリアフリー化推進指針」を策定し、今後もすべ
ての人にやさしいOsaka Metro を目指してまいります。

心斎橋駅 長堀鶴見緑地線1996年建設時
当時は「身障者用便所」と表記
設置されている器具類は現代と比べると簡素
であり快適性のレベルも現代としては低い

↓
20年後に整備したトイレと比較すると

↓

心斎橋駅 上記トイレを2016年全面リニューアル
トイレ全体としても面積を約1.5倍に拡大
現代に必要とされている器具類を装備
例：折りたたみ式大型シート(ベッド)

パウチ・しびん洗浄水栓付き背もたれ 等
安全性・快適性を上げる設備も装備する
例：出入口自動扉

温水洗浄便座＆ボタン式便器水栓
人感センサー＆タイマー制御 等

可動式ホーム柵 段差・すき間対策 Osaka Metro HPより
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Osaka Metro では、最高の安全・安心を追求するため、可動式
ホーム柵を設置することに併せて、ホームと車両との段差・すき間の
解消にも取り組んでいます。

【可動式ホーム柵の設置状況】
設置済み：御堂筋線、千日前線、堺筋線、長堀鶴見緑地線、

今里筋線、ニュートラム
2024年度末設置予定：四つ橋線、中央線
2025年度末設置予定：谷町線

段差・すき間対策は可動式ホーム柵設置後に整備
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